
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配信されて閲覧される保護者の方々は、『またか・・・』という思いになられることとは存じますが、生徒の活躍が多いこと

や教育活動でお知らせしたいことが多いことは、ある意味有難いこと思っていただきながら、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

岩屋中だより 
令和６年１2 月２3 日 ＮＯ２5 

発行 長崎市立岩屋中学校 

文責：校長 川口 猛 

行く年、来る年～2～ 

Merry Christmas and A Happy New Year! 
 

, 

校内の随所に見られる季節感あふれる掲示物。その

中に、クリスマスに係る掲示物があります。クリスマス

は、知ってのとおり、イエスキリストがこの世に誕生した

誕生日です。カトリックの信者の方々は、このキリストの

誕生日の前日の夜、教会で祈りを捧げます。いわゆる、

クリスマスイブです。 

 いつからか、クリスマスイブは、国民的な、いや世界的

なイベントのような日になり、町にはイルミネーション

が、家ではクリスマスケーキを食し、イブの夜には、サン

タクロースが各家庭の子どもにプレゼントを配る日にな

ってきました。 

 クリスマスは、独特の雰囲気であることから、音楽もク

リスマス・クリスマスイブを題材にしたものが歌われる

ようになってきて、クリスマスソングで世代が分かるよう

にもなったかなと思っています。 

 保護者の方々であれば、このような曲でしょうか。 

 ○ＷHＡＭの Last Christmas 

 ○John Lennon の Happy Christmas 

 ○山下達郎の クリスマスイブ 

 ○松任谷由実 恋人がサンタクロース 

 ○ＳＥＫＡＩＮＯ ＯＷＡＲＩ スノーマジックファンタジー 

 ○MISIA  Everything 

○MISIA  白い季節 

 ○Ｂａｃｋ Nｕｍｂｅｒ クリスマスソング 

 生徒たちの聴くクリスマスソングはさすがに分かりま

せんが・・・・・。 

 サンタクロースは、生徒の皆さんにどのようなプレゼン

トを持ってくるでしょうね？ 

図書室前に掲示されている図書ボランティアの

方々が製作した掲示物です 
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ＡＬＴのアリエッタ先生が製作した

Englishコーナーです。季節感溢れる

コーナーで、ハロウィンの時も、雰囲

気がいい掲示物を作っていただきま

した。 

今年は、生徒総会で決まった『English Day』が始まった年でした。生徒会役員が、英語とふれあって英語力を

高め、英語の楽しさを実感するために企画したもので、生徒会長さんの強い思いも込められた取組でした。

English Day の時には、職員室の出入りも生徒は英語で行い、生活の中に英語が溶け込んでいく瞬間を嬉しく、

かつ楽しく感じました。English Dayの時には、アリエッタ先生も放送を使って英語でメッセージを贈ったり、英語科

の各先生方も生徒が英語で話そうと頑張っているところを後押しして岩屋中学校の新たな一歩が岩屋中の歴史

に刻まれていきました。また、他校のＡＬＴの先生方にもご協力いただいて、１２月２０日には、その English Day の

拡大バージョンが行われ、英語とふれあい楽しさを体験し、英語を身近なものに感じる生徒たちの様子を見て、大

変かわいらしく感じるとともに、他の学校には見られない『生徒の手による伝統の創造』を誇らしく思った次第で

す。来年は、今年の経験をきっかけにして英語を使いこなせる姿が増えていくものと期待しています。 

本格的に始動しはじめた岩屋中学校『ふるさと学習』 

１学期の段階から計画的に進んでいる、『ふるさと学習』。『ふるさと教育』は、長崎県教育委員会、長崎市教育委

員会から各学校推進するように指示されている教育活動で、既に、ふるさと教育と起業家教育とをリンクさせた学習

を行っている学校も県内には複数あります。中学生がふるさとを生かした商品を作り、販売し、収益を得るために株

式を発行するなど、実践的な取組です。ふるさとの長崎を愛し、ふるさとを大切にし、ふるさと長崎で活躍する人材の

育成を視野に入れて各学校で取組が進んでいるところです。本校も１学期からその学習が計画的に進められてお

り、様々な学習の中に『ふるさと』やふるさとである『地域』を生かした学習が展開されています。学年によっては、長

崎の歴史・文化をフィールドワークで学んだり、講師を招いて地域について学習したり、修学旅行を通して長崎県のよ

さを他県と比較したり・・・・・様々な取組が進んでいます。ふるさと教育は、キャリア教育（生き方に係る指導、進路指

導のことですが）と密接に関わっています。本校の来学期は、ふるさと学習が進んでいる高等学校を見学しながら、

高等学校の理解も併せて進める予定です。また、県立美術館の展示作品を通して、長崎の近世文化について学ぶ

機会も設ける予定です。学年によって、内容は異なりますが、試行錯誤しながら系統的なふるさと学習ができるように

尽力しているところです。２年生では、そのふるさと学習の発表会が先日行われました。そのときの様子、および長崎

の魅力発見の学習（ずいぶん前になりますが）の様子を写真にてお知らせいたします。ただし、個人情報保護の観点

から、個人が特定できる写真については、解像度を落として掲載しますので、様子が分かりにくいかもしれませんが、

ご理解いただければ幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


